











相 生 芳 晴（学校法人上智学院 IR 推進室室長・情報システム室）
上智学院 IR 推進室兼情報システム室の相生と申します。本日は、本学における IR について




























Tableau を使って分析を行っています（資料⚒）。今日は Tableau Desktop を中心にご紹介しま





























































ました。Writing と Speaking の合計と、TEAP の Listening と Reading の合計を出した散布図
です。この色も先ほどの合格、不合格というところで、さまざまな要素を組み合わせて見られま
すので、この辺がかなり重宝します。Speaking と Writing のテストでは、この辺は明らかに小









































































センターの奨学金などの管理もあるのですが、これがだんだん Windows 10 に対応できないた
め、いろいろ移行しています。今日説明するのはこの下のほうの Loyola というシステムです。

















教学支援システム Loyola の移行事例の前に、先行して公式 Web を AWS に移行したことを簡
































































見ると、20分弱ぐらいは CPU 利用率が MAX に達しているかなというところです。これは右側
の数字がログインの上限の制限なのですが、3,200とありますが、徐々に上げていきます。実際
⚒ 校



















これを Tableau で行っています。これを Excel でやろうとすると無理な量になりますが、いろ


























































ときには、クラウドポータルのカスタマイズ API でインスタンスの AMI をしようとして、

















































































































話がいろんなところに行ったり来たりして恐縮ですが、IR と Amazon の話、クラウドの話で、
繰り返しますが、「パックのあるところに滑るのではなくて、パックがある先に滑るのだ」とい
うことが教訓と思います。
私からの発表は以上です。どうもご清聴ありがとうございました。
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